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論 文 内 容 の 要 旨

糖質 Corticoids が中枢神経系に対 し促進的であることを示唆する 2 ,3 の実験事実がある｡ W oodbury

たちは D esoxycorticosterone (D O C A ) が電気 Shock 刺激閥値を上昇するが, H ydrocortisone はこれ

を低下すると述べ, また F eldm an たちは H ydrocortisone が脳幹網様体誘発電位を増大すると報告 し

た｡ 著者は, 第 Ⅰ編では D exam ethasone の中枢作用を, 第Ⅱ編では H ydrocortisom e および D O C A の

中枢作用を家兎を用いて脳波学的に検討 した｡ さらに Physostigm ine および Strychnine 作用に及ぼす

これら副腎皮質 H orm one の影響を求めた｡

体重 2- 3 kg の雄性成熟家兎 を用 いた｡ 動物頭蓋を型のごとく脳定位固定装置に固定 し, 大脳皮質運

動領および知覚領並びに海馬に記録電極を, また, 脳幹網様体および視床内側中心核に刺激電極を挿入 し

た｡ 第Ⅰ編では埋込み電極を施 した慢性動物を用い, 第Ⅱ編では拘束かつ無麻酔動物を用いた｡

D exam ethasone および H ydrocortisone 0.4- 10 m g/kg 静注により, 大脳皮質および海馬自発脳波

は覚醒波を示 し, 脳幹網様体刺激による脳波覚醒反応刺激閲値は低下 したo Physostigm ine 0.02 m g/kg

静注は自発脳波を変化せず, 0.05 m g/kg 投与は, 時に自発脳波を覚猷波化するが恒常的ではなかった｡

H ydrocortisone 0.4- lo n g/kg 前処置後, P hysostigm ine Ol02 m g/kg を投与すると自発脳波は常に覚

醒披化 し, 脳波覚醒反応を増強 した｡ 一方, H ydrocortisone 前処置は Strychnine 作用に対 し影響 しな

かった ｡

D O C A 0.2- 1.0 m g/kg 静注は自発脳波を安静披化 し, 紡錘波の出現頻度を増加 した｡ また, D O C A は

視床内側中心核刺激による漸増反応を増大 し, 一方, 脳幹網様体刺激による脳波覚醒反応を抑制 した｡ 大

塞 (lo n g/kg) の D O C A は発作波に似た株波の出現をきたした｡ また, D O C A 前処置は Physostig一

m ine および Strychnine の自発脳波, 脳波覚醒反応および漸増反応に及ぼす作用に対 し, 影響 しなかっ

た ｡

以上総括すると, 1 ) D exam ethasone および H ydrocortisone は兎自発脳波に対 し覚附効果を示 し
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た｡ 2 ) 糖質 Corticoids とは反対に, D O C A は自発脳波に対 し同期的に作用 した｡ このD O C A と H yd-

rocortisone との薬理学的に相反する作用態度は, W oodbury により報告 された結果とよく一致する.

3 ) Physostigm ine の自発脳波脱同期効果および脳幹網様体電気刺激 による脳波覚醒反応促進効果は

H ydrocortisone 前処削 こよりさらに増強 したことは, 糖質 Corticoids が網様体戚活系に対 し選択的に作

用する可能性を明らかにした｡ これは H ydrocortisone が Strychnine の中枢作用に対 し影響 しないこ

とによっても示唆される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は中枢神経系と脳下垂体副腎皮質系との関連を明らかにするために, 第一編では D exam ethasone

の中枢作用を, 第二編では H ydrocortisone および D O C A の中枢作用を家兎を用いて脳波学的に検討

し, さらに Physostigm ine および Strychnine 作用におよぼすこれら副 腎皮質ホルモンの影響を求め

た｡ 第一編では慢性に埋込み電極を施 した動物を, 第二編では脳定位固定装置に固定 した拘束, 無麻酔動

物を用いた｡

実験結果を総括すると, 以下のごとくである｡

1 ) D exam ethasone および H ydrocortisone は家兎自発脳波に対 し覚酢効果を示 した｡ 2 ) 糖質 Co-

rticoids とは反対に, D O C A は自発脳波に対 し同期的に作用 した｡ 3 ) Physostigm ine の自発脳波脱同

期効果および脳幹網様体電気刺激による脳波覚醒反応促進効果は H ydrocortisone 前処置によりさらに増

強したが, この前処置は Strychnide の中枢作用に対 しては影響を与えなか った｡ この事実は糖質 Co-

rticoids が網様賦活体系に選択的に作用する可能性を示唆するものである｡

以上により本論文は学術上有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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